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－JFCC改革に期待－

財団法人ファインセラミックスセンター
理事長　　岡本　一雄

　本年3月にＪＦＣＣ理事長に就任し、皆様方とともにファインセラミックスを中心と

する新素材の開発・評価を通じて産業や社会の発展に貢献する所存です。材料開発は一

見すると地味な仕事に見えますが、車両開発の観点から見た場合でも、高性能かつ安全

な車を開発するにはどうしても優れた材料、信頼性の高い材料が必要となりますので、

このような新材料の開発は極めて重要だと思っています。

　日本は基盤技術が非常に強いので、優れた材料が容易に手に入り、今までは高い競争

力の源泉でした。生産のグローバル化が進むにつれて、優れた材料になじんでしまった

技術者には、現地調達材は扱いにくく、ある面では弱点ともなっていました。しかし、エ

ネルギー・環境問題に端を発した急激な社会情勢の変化に対応する為には、今一度新材

料の開発、則ち、軽量高強度材料、超耐熱材料、低エネルギー消費の機能材料等の開発に

戻る必要があると痛感しています。

　ＪＦＣＣは1985年に設立されて以来、ファインセラミックスを中心とする材料の開発・

評価において常に先頭を走ってきました。又、2007年にはこれまでの材料技術研究所に

加えて、ナノ構造研究所が新規に稼働し、ますます世の中に貢献できる環境が整ってま

いりました。

　原子レベルでの理論、シミュレーション計算、そしてそれを確認するための見える化

の技術、これらが一体となる事によって新材料の開発は飛躍的に進歩すると期待してい

ます。本年5月には世界初のリチウム原子の直接撮影を発表する等、高性能電子顕微鏡を

利用した高い研究レベルは世界的にみても、Top class だと思っています。

　一方、ＪＦＣＣは公益法人改革にあって自立型事業財団として非営利型一般財団法人

を目指しており、自らの事業収入で健全な運営を続ける必要があります。ファインセラミッ

クスを中心とする材料分野で最先端設備等への研究投資を積極的に続けてＣＯＥ（セン

ター・オブ・エクセレンス）を目指しつつ、収支を均衡させるという困難な事業モデルを

追求しなければなりません。

　ＪＦＣＣの人的資源や資金は限られています。このため、多数の革新技術の芽から将

来有望な樹になるものを見極めていく技術的予測能力を一人一人が磨き、ＪＦＣＣの特

長である少数精鋭であるからこそ発揮できる研究開発分野への選択と集中、需要家の立

場に立った的確で迅速な受託研究・依頼試験の実施、無駄を削った効率的業務推進等の

体制確立が必要です。

　このような経営改革を全職員一丸となって実施し、ＪＦＣＣが今後とも中京地区だけ

でなく広く全国の産業の材料開発の支援・評価に寄与し、ＣＯＥとして確固たる地位を

保持できるように推進して参ります。
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事業報告事業報告

理事会・評議員会の開催

6月3日、第50回評議員会及び第５１回理事会を開催しました。
平成21年度事業報告・決算、役員の交代、新公益法人制度への対応等の議案について承認されました。

○第50回評議員会

　日　時　平成22年6月3日（木）14：00～15：00
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について
　　　　［審議事項］
　　　　　１．新法人移行後の法人形態について
　　　　　２．新法人移行後の最初の評議員の選任方法について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．役付理事の互選について
　　　　　２．平成２１年度事業報告書及び決算書の報告について

○第51回理事会

　日　時　平成22年6月3日（木）15：30～16：30
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．役付理事の互選について
　　　　　２．平成２１年度事業報告書及び決算書の承認について 
　　　　　３．新法人移行後の法人形態について
　　　　　４．新法人移行後の最初の評議員の選任方法について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について

1．理事の選任及び退任

副会長

常務理事（7/1付）

理事

理事

愛知県　副知事

財団法人ファインセラミックスセンター常務理事

愛知県　産業労働部長

電気化学工業株式会社　代表取締役専務執行役員

（役職）

小川　悦雄

堀　　昌宏

木村　　聡

前田　哲郎

（退任）

稲垣　　司

小川　正樹

富　　賢一

豊岡　重利

（新任）
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平成22年度ムジカセラミカ振興会総会、第9回定期公演in名古屋の開催

トピックストピックス

　5月25日（火）18時、電気文化会館（名古屋市中区）においてムジカセラミカ振興会総会を開催しました。
　会議は川本会長（（株）ＩＮＡＸ代表取締役社長）の挨拶の後、審議に入りました。議案は平成21年度事業報告と収支
決算、平成22年度事業計画案と収支予算案、役員の一斉改選、規約の一部改正の6件で、いずれも原案どおり可決され
ました。
　事業計画では下記2の演奏会のほか、12月18日（土）世界のタイル博物館（常滑市）での第11回ムジカセラミカコンサー
ト in 常滑の演奏会予定、ムジカセラミカ音楽を体感していただく活動、依頼に応じての随時演奏活動などを行ってい
くことが説明されました。
　また、役員選任議題では、川本会長以下引き続き選任が了承されるとともに、規約の一部改正議題では、振興会事務
局の変更が承認されました。

1． 総会

　総会終了後、19時から電気文化会館ザ・コンサートホールでムジカセラミカ第9回定期公演in名古屋を開催しました。
　プログラムはニ部構成で、一部では『ファインセラミックスフルート・クラリネットの独奏による初夏の風景』と題
し、ファインセラミックスフルートによるドビュッシー作曲「牧神の午後への前奏曲」、ファインセラミックスクラリ
ネットによるブラームス作曲「クラリネットソナタ　第一番へ短調作品120-1」が演奏されました。
　ニ部では、『コロラチュラソプラノとムジカセラミカアンサンブルによるオペラアリアのひととき』と題し、海外で
活躍中のコロラチュラソプラノ歌手・池田直美さんも加わり、リヒャルトシュトラウス作曲「ばらの騎士」より「アリア」
ほか5曲をムジカセラミカアンサンブルの伴奏で歌い上げ、満員の聴衆を華やかな技巧的なオペラアリアで魅了しま
した。

2． 第9回定期公演 in 名古屋

定期公演（ソプラノ）定期公演（アンサンブル）

電子線ホログラフィーについて発表する
山本和生主任研究員

発表会場の様子（名古屋会場）

川本会長ご挨拶

2010年度研究成果発表会の開催

　7月5日（月）ウインクあいち、7月15日（木）東京大学　武田ホール（武田先端知ビル）にて2010年度ＪＦＣＣ研究成果
発表会を開催しました。
　外部講師による特別講演1件、研究成果ショートプレゼンテーション20件、ポスターセッション35件を行いました。
　来場者は名古屋会場では約350名、東京会場でも約200名と、両会場とも過去最高レベルを記録し、多数のご来場を
いただきました。これはJFCCの研究内容・成果に対する関心の高さ、会場変更による効果（名古屋会場）、プレゼンテー
ション方法の変更効果等が現れてい
るものと考えられます。
　ポスター会場での活発な質疑もあり、
当日いただいたアンケートの結果も
概ね良好であり、成功裏に発表会を
開催できたと考えております。来年
も皆様方のご意見を反映して研究成
果発表会を企画致しますので、よろ
しくお願いいたします。
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The 2nd International Symposium on 
Advanced Microscopy and Theoretical Calculations

（第2回最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム）開催報告

トピックストピックス

　JFCC・ナノ構造研究所主催の上記会議が、2010年6月24日（木）～26日（土）に名古屋国際会議場において開催されま
した。この会議は、2005年に開催された愛知万博の理念を継承し、地球環境を守り持続可能な社会の発展に貢献する
最先端の顕微鏡と理論計算に関して様々な発表と議論をすることを目的に開催しております。
　この分野の世界の最前線で活躍中の28名の研究者による招待講演と100件のポスター発表があり、15カ国から約
300名の参加がありました。初日は、文化勲章受賞者である飯島澄男名城大教授の講演から始まり、最先端の原子分解
能電子顕微鏡法、ホログラフィー顕微鏡法、新しい超電導材料等に関する発表がありました。二日目は2つの会場に分
かれ、最先端の顕微鏡法と理論計算法に関する発表と活発な議論がありました。三日目はナノ構造研究所で研究を指
導する3名の研究者、平山司（ナノ構造研究所所長代理）、幾原雄一（ナノ構造研究所客員主管研究員/東大教授）、田中功

（ナノ構造研究所客員主管研究員/京大教授）が、ナノ構造研究所における最新の研究成果について発表しました。特に、
リチウム原子やリチウムイオン分布を観察解析した最新成果の発表はかなりインパクトのあるニュースになりまし
た。
　この会議は今後も2年に1回、第5回まで開催する予定です。次回（第3回）は2012年に開催されます。具体的な日程や
場所はホームページ等で公表致します。

FC EXPO 2010 （第6回国際水素・燃料電池展）に出展

Liイオン二次電池正極(LiCoO2)の
原子構造モデルと顕微鏡像

　3月3日（水）～5日（金）に，東京ビックサイトで開催されたFC EXPO 2010に，
経済産業省主催｢中小ベンチャー企業等支援機関パビリオン｣のひとつとして
JFCCの紹介を含む8枚のポスターと燃料電池に関する部材を展示し、研究開
発などについて紹介しました。

　国際太陽電池展や国際二次電池展が同時開催されていたこともあり、来場
者は8万人を超え（主催者発表）、JFCCのブースにも多くの方にお立ち寄り頂
きました。
　今年のFC EXPOは来場者の一人として参加していた昨年度と比較しますと，
中国，韓国，台湾などアジア諸国からの来場者が大幅に増えたように思えます。
ブースの周りでも様々な言語が聞かれ，出展側だけでなく，来場者からみても
世界規模の展示会であることが感じられました。
　燃料電池に関するお問い合わせにつきましては，電極等の部材，単セル，評
価方法などのほか，特に今年はガスシール材など周辺部材に関するご相談を
数多く頂きました。今後の受託活動に活かすとともに，このような展示会への
参加について引き続き積極的に取り組んでいきたいと考えています。

講演会場の様子 JFCCの顕微鏡を見学する参加者
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　2008年夏より2010年3月まで、英国のヨーク大学に留学させて頂きました。ヨーク大学では、環境制御型透過電子顕
微鏡による触媒材料研究の第一人者として著名なパティバ・ガイ教授を頼り、化学専攻に所属しました。学部・大学院
と応用物理学専攻で電子レンズ光学を学んだ私には、ガラス張りの実験室でフラスコを振る有機化学の研究者達は非
常に刺激的な友人となり、より深みのある研究を展開することができました。

　ヨークは英国の東北部に位置し、9世紀にバイキングの首都であったことでも知られる、非常に古く歴史ある町です。
町の中心に位置する繁華街は、徒歩で30分も歩けば横断できてしまうほどの小さな町なのですが、北欧最大の教会で
あるヨークミンスターや城壁、歴史ある石畳や街並みを目当てに、ヨーロッパの各地から観光旅行者が訪れます。

　私の専門とする電子顕微鏡学の分野においても、英国圏の要所の一つであり、アーチ・ハーウィー教授（ケンブリッ
ジ大学）やロバート・シンクレア教授（米国スタンフォード大学）など、著名な権威の訪問が度々ありました。写真には
ノーベル化学賞（1999年）を受賞したアハメド・ズヴァイル教授（米国カリフォルニア工科大学）が滞在された際に開
催された研究報告会の様子を示します。このような「地政学的拠点」において最新鋭の球面収差補正その場観察電子顕
微鏡の立ち上げに携わらせて頂き深く感謝しています。

　この経験を、本年度JFCCに導入される、300kV級ガス環境制御型球面収差補正透過電子顕微鏡の立ち上げに十分に
活かし、今後、英国－日本の環境電子顕微鏡研究を力強く牽引できる研究者に成長することで、両陣営への御恩に報い
たいと思います。

海外留学報告、ヨーク大学（英国）

研究所ニュース研究所ニュース
ナノ構造研究所

ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ
吉田　健太

York-Jeol Nanocentreでの記念講演会

K. Yoshida

A. Howie

J. Thomas
A. Zewail P. Gai

M. Walsh
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常 勤 役 員

研 究 企 画 部

材 料 技 術 研 究 所

電 子 線 ホ ロ グ ラ フ ィ ー グ ル ー プ

微 構 造 ・ 界 面 解 析 グ ル ー プ

ナ ノ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン グ ル ー プ

フ ロ ン テ ィ ア 推 進 グ ル ー プ

エ レ ク ト ロ・マ テ リ ア ル グ ル ー プ

リ ラ イ ア ブ ル・マ テ リ ア ル グ ル ー プ

ナ ノ 構 造 研 究 所

事    務    局

　社会や産業界が変化のスピードを高めている中、ＪＦＣＣはこうした変化に対応した研究を臨機応変に進めていく
必要がある。また、限られた資源を有効に活用し、収支状況の改善を図り、今後とも最先端研究機関としてＣＯＥ（セン
ター・オブ・エクセレンス）を目指していくため、組織を改定した。

1　主な改定内容

2　組織図

3　改定日

研究所

① 部制から「グループ制」に変更し、所内職員のグループ間異動や、グループの新設・廃止の流動性を高めた。

② グループ単位では所属する研究員が多く、かつ各研究員は多様なプロジェクトに参画しており、より効果的な指導・

　 管理、効率的な運用を行うため、グループ内に専門性を高めた「ユニット」を設けた。

研究企画部

 　戦略部・研究管理部・業務部をひとつに統合するとともにグループ制とし、流動的な運用ができる組織とした。

事務局

 　研究企画部と同様にグループ制とし、流動的な運用ができる組織とした。

　　平成22年4月1日

ＪＦＣＣ組織改定



　2010年4月1日付けで（株）日立ハイテクノロジーズから出向して参りまし
た佐藤岳志と申します。出向元では、透過形電子顕微鏡のデモ対応およびア
プリケーション開発に従事していました。JFCCでは、主に電子線ホログラフィー
による位相計測の技術を学び、電子線の位相が織りなす様々な物理事象を一
つでも多く垣間見られたらと心躍らせています。
　装置メーカーからの出向という立場で、果たして自分は何をすべきなのか？
出向当初はとても不安でしたが、グループの皆様のお心使いと研究所ならで
はの雰囲気が、そんな気持ちを少しずつ和らげてくれ、一つでも多く「いい仕
事」ができれば！ とやる気に満ちあふれているところです。
　「できるまでやるからできる！」をモットーに、出向期間中、研究活動に精進する所存ですので、皆様、ご指導ご鞭撻
のほど、どうぞ宜しくお願い致します。

Japan Fine Ceramics Center職員紹介職員紹介
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　2010年4月1日付けでナノ構造研究所微構造・界面解析グループに嘱託採用
していただきました吉田要と申します。私は2001年3月に博士号を取得した
後2年間をつくば市にあります産業技術総合研究所、7年間を京都大学化学研
究所でポスドクとして研究に従事してまいりました。
　JFCC着任以前の研究では有機結晶・高分子・超分子構造体などを対象とし
て透過型電子顕微鏡による構造解析をテーマとしてきておりましたので、セ
ラミックスといった材料を扱った経験がほとんどありませんでした。
　現在の研究で対象としております材料は、セラミックスの中でもゼオライ
トやメソポーラスシリカといった多孔性セラミックスです。これらの多孔性材料は有機材料と同様に電子線に対して
非常に耐性が低く、電子顕微鏡を用いた解析には注意が必要となります。電子顕微鏡による解析技術としてはこれま
での経験と共通する部分も少なくありませんので、培ってきた経験を十分に生かしつつ新しい材料の研究にも挑んで
いきたいと思っております。
　セラミックスに関しまして素人で未だ勉強不足の部分が多々ございますので、皆様にはご迷惑をおかけすることも
あるかとは存じますが、何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

構造研究所微構造・界面解析グループ
吉田　要

　2010年4月1日付けでトヨタ自動車（株）より出向してまいりました山沢靖
と申します。
　トヨタでは、複合材料・圧電材料・ガラス材料・電池材料・分析/解析など広
く浅く経験してきましたが、いずれもＪＦＣＣと関係の深い業務だったと今
更ながら思う次第であります。何よりＪＦＣＣへの出向は入社配属当時の先
輩の後任で、また随分ご無沙汰していた当時の係長・課長ともＪＦＣＣが縁
で立て続けにお会いすることができ、まさに原点回帰の出向と一人感慨に耽っ
ております。
　一方、ＪＦＣＣでは研究業務の企画・受託推進と勝手の違う仕事で戸惑うことばかりですが、世界最先端の設備、最
高レベルの研究者、そして世界初の研究成果に接することができ、とても刺激の多い楽しい日々を過ごしております。
そんなＪＦＣＣの研究者が魅力ある研究に活力高く取組めるよう、そして研究成果が地域・世界に貢献し真価がより
発揮できるよう、微力ながら精進する所存ですので、皆様どうそ宜しくお願い致します。熱田の大神様もご加護とお導
きを賜りますよう宜しくお願い致します。
　ＪＦＣＣも今年で設立25年。次の四半世紀には共に働く仲間からノーベル賞が出ますように！

研究企画部　研究推進グループ
山沢　靖

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
佐藤　岳志
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　出向受入
　　研究企画部　研究推進グループ（担当部長）
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
　　材料技術研究所　フロンティア推進グループ　主任研究員
　　材料技術研究所　フロンティア推進グループ

4月30日付
　退職（嘱託期間満了）
　　材料技術研究所　フロンティア推進グループ　主任研究員待遇

5月31日付
　退職（嘱託期間満了）
　　研究企画部　参事

3月30日付
　理事退任
　　常勤役員　理事　業務部担当 百瀬　　昭

3月31日付
　嘱託採用
　　研究企画部　参事 百瀬　　昭

　退職（嘱託期間満了）
　　材料技術研究所　研究管理部　参事
　　材料技術研究所　プロジェクト推進部　主席研究員待遇
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析部
　　事務局　参事

久保　幸雄
佐野　　茂
浅香　　透
黄　　　栄
道下　和男

　出向元復帰
　　戦略部　部長　兼　材料技術研究所　主幹研究員
　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　主任研究員

荒川　健二（トヨタ自動車（株））
幡谷　耕二（古河電気工業（株））

4月1日付
　職員採用
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアルグループ　副主任研究員
　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ　副主任研究員
　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ　副主任研究員

木村　禎一
クレイグ・フィッシャー
桑原　彰秀

　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ　副主任研究員待遇
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ

吉田　　要
吉田　健太

山沢　　靖（トヨタ自動車（株））
佐藤　岳志（（株）日立ハイテクノロジーズ）
遠山　文規（（株）ルネッサンス・エナジー・インベストメント）
石井　清夏（（株）ルネッサンス・エナジー・インベストメント）

加藤　治夫

百瀬　　昭

人の動き

○　社団法人　日本セラミックス協会
　　学術写真賞　最優秀賞
　　受賞日　　　平成22年3月23日
　　受賞者　　　福永　啓一
　　受賞理由　　環状明視野法（ＡＢＦ）による窒化ケイ素中の
　　　　　　　　窒素原子の直接観察

○　財団法人　永井科学技術財団
　　永井科学技術財団賞　奨励賞
　　受賞日      　平成22年3月26日
　　受賞者　　　山口　哲央
　　受賞理由　　電子ビームＰＶＤ法による熱遮蔽コーティングの開発

○　社団法人　日本セラミックス協会
　　学術写真賞　優秀賞
　　受賞日　　　平成22年3月23日
　　受賞者　　　山本　和生
　　受賞理由　　2次元配列磁性クラスター膜とその磁気的集団挙動
　　　　　　　　Fe3O4ナノ粒子を規則正しく2次元配列させた膜に形成
　　　　　　　　される超強磁性を電子線ホログラフィで観察した。

○　財団法人　本多記念会
　　第７回本多フロンティア賞
　　受賞日　　　平成22年5月14日
　　受賞者　　　幾原　雄一（客員主管研究員）
　　受賞理由　　セラミックス粒界超構造の計測と粒界・転位制御材料
　　　　　　　　の創出

○ 社団法人　日本ファインセラミックス協会
　　平成２１年度技術振興賞
　　受賞日　　　平成22年5月31日
　　受賞者　　　ＪＦＣＣ：和田　匡史、川島　直樹
　　　　　　　　大同株式会社：永井　敬大
　　　　　　　　中部電力株式会社：長　伸朗
　　受賞理由　　誘導加熱式過熱水蒸気ヒーターの開発

表　彰

JFCC の動きJFCC の動き


